
取手市立かたらいの郷 指定管理者の指定について
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１ 取手市立かたらいの郷 指定管理候補者選定の経緯

取手市立かたらいの郷は、世代間の交流及び高齢者の生きがい増進を目的と

して平成８年５月に設置された公の施設である。本施設は指定管理を開始した

当時は取手市社会福祉協議会に委託をしていたが、その後、指定管理者の公募に

より、平成２２年度から平成２６年度までを初の公募による民間事業者、平成２

７年度から令和元年度、令和２年度から令和６年度までの２期１０年を日本環

境マネジメント株式会社が指定管理者として、管理を行ってきた。

現在の指定管理者である日本環境マネジメント株式会社が令和６年度末で指

定管理期間満了となるため、令和７年度から令和１１年度までの次期指定管理

候補者の一般公募を実施した。

公募の結果、３事業所から申請があり、厳正な審議を行った結果、日本環境マ

ネジメント株式会社を次期指定管理候補者として選定するに至った。

２ 今回の指定管理候補者公募において重視した点

新型コロナウィルス感染拡大による利用者の減少、利用者の約９割が６０歳

以上という状況の中、設置当初の目的達成に向けた自主事業の提案により、子育

て世帯や若年層の利用者増を見込める点を重視して公募を行った。

また、周知方法についても、従来の当市広報誌及びホームページに加えて、指

定管理者協会と PFI・PPP 協会へのホームページ掲載を行った。

３ 選定結果

面接審査（令和６年１０月２５日実施）において、下記の結果により日本環境

マネジメント株式会社を指定管理候補者として選定した。

※詳細は P.3「評価内容」の項目を参照。

４ 選定方法

取手市立かたらいの郷指定管理者公募要項に基づき、「取手市公の施設指定管

理者選定委員会」において審議した。

審議に当たっては、各団体からの申請書類及び面接審査の内容に対し、各委員

が評価表を用いて、各審査項目に対し、０～１０点（２０点配点項目は０～２０

点、３０点配点項目は０～３０点）による採点を行った。

審査項目の合計点は２１０点満点で委員７名の合計点は１，４７０満点。

各団体の中で合計点が最も高い団体を指定管理候補者として決定した。

団体名 得点

日本環境マネジメント㈱ １，１２２点／１，４７０点満点

A社 １，０１２点／１，４７０点満点

B社 ６２９点／１，４７０点満点
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５ 審査の経過

６ 取手市公の施設指定管理者選定委員会の構成（取手市立かたらいの郷）

令和６年８月１日
市長より選定委員会へ諮問

第１回選定委員会（公募要項確定）

令和６年８月１９日～同年９月３０日 公募要項等配布

同年９月９日 現地見学会（３団体が参加）

同年９月１０日～９月３０日 応募登録受付（３団体が応募）

同年１０月１日～１０月４日 申請書類受付

同年１０月２５日 第２回選定委員会（面接審査実施）

同年１０月２８日 選定委員会より市長へ答申

同年１１月６日 市長より応募事業者へ結果通知

氏名 役職等

委員長 伊藤 哲 副市長

副委員長 保科 龍一 介護老人保健施設緑寿荘 事務局長

委員 高田 等 税理士・行政書士

委員 吉田 文彦 総務部長

委員 齋藤 嘉彦 政策推進部長

委員 田中 英樹 財政部長

委員 鈴木 文江 福祉部長
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７ 評価内容

※令和元年度公募時は２０点であった「⑪特色ある自主事業業務計画」の配点

を今回公募時は３０点に変更。

８ 選定理由

日本環境マネジメント株式会社は、その事業計画において、

「④業務の効率的運営と経費削減に対する考え方」

「⑤施設運営の効率化について具体的かつ効果的な方策」

「⑧安定した財務体質・経営基盤」

「⑨利用者に対するサービス向上、利用者増進への計画」

「⑪特色ある自主事業業務計画」

が特に高く評価された。
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指定管理候補者 日本環境マネジメント株式会社について

団体名 日本環境マネジメント株式会社

代表者名 代表取締役 片山 安茂

設立年月日 昭和４９年１２月２５日

団体所在地 埼玉県さいたま市浦和区仲町一丁目１２番１号

その他、関東を中心に２８拠点の支社・営業所

指定管理候補者に選定された日本環境マネジメント株式会社は設立以来約５

０年間に渡り、官公庁施設を中心に指定管理者事業やビル総合管理事業等を受

託しており、現在までに文化施設や温浴施設を含む延べ１９４施設の多種多様

な施設運営に関わっており、かたらいの郷については、平成２７年度から令和６

年度までの２期１０年を指定管理者として施設の管理運営を行っている。

また、同社は、指定管理者事業等を展開する株式会社セイウン、高齢者支援サ

ービス事業を展開する埼玉ライフサービス株式会社の計３社で構成される「Ｎ

ＥＭグループ」の中核企業であり、グループ間でのノウハウの共有などが期待で

きる。

日本環境マネジメント株式会社 施設運営の経営方針

同社は、

１ 市民が集い、多世代の交流が生まれる施設づくり

２ 「心」と「体」の健康づくりの場と生きがいを増進する機会を提供し、喜び

あふれる施設づくり

３ 誰もが安全で、安心して利用でき、居心地がよく癒される施設づくり

以上の３つの基本方針から次のとおり、運営目標を定めている。

日本環境マネジメント株式会社 特に評価された項目

「④業務の効率的運営と経費削減に対する考え方」

「⑤施設運営の効率化について具体的かつ効果的な方策」

人員配置の適正化や経理の IT 化により、人件費の削減及び効率化や委託先選

定時の２社以上の見積により、外注費の削減を評価。

ビルメンテナンス企業の経験・専門技術を活かした管理運営、法定基準以上もし

くは法定外の検査を独自に実施している点を評価。

「⑧安定した財務体質・経営基盤」

創業以来、５０期連続で赤字が１度もなく、長期借入金ゼロであり、良好な経

営状況と安定した財務基盤を構築している点を評価。

「⑨利用者に対するサービス向上、利用者増進への計画」

自社アンケートの結果、接客対応の満足度が９９％、清掃状況のアンケートが
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９７％と高評価である点、利用者からの要望から Wi-Fi や飲食スペースの導入

など適正な対応を行っている点、SNS による情報発信を活用することで新規利用

者の獲得に期待できる点を評価。

「⑪特色ある自主事業業務計画」

東京藝術大学と連携し、園児、小学生向けのものづくりイベントやこれまで未

活用であったふれあい広場にてさくらまつりなどの交流イベントの実施により、

若年層や子育て世代などの集客を見込める点を評価。

また、既存事業である健康麻雀においても利用者から好評の声が大きいこと

から、大会やプロ雀士によるイベントの開催を検討しており、集客向上や世代間

交流に寄与する点を評価。

日本環境マネジメント株式会社 指定管理料提案額

（単位：千円）

※公募要項にて市が示した指定管理料上限は、５年間で２２０，０００千円

令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度 計

42,344 42,612 43,187 43,803 43,998 215,944


